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巻 爾 言

猿ﾉ？
一

唯「

今日j/)細咽z･原”廊吃時にげ吻獺というボ融"総稚乏w！1 5分野|zh,ヅ澗吃風歴
史'3 ボ阿藤一江らい“ウランハケ鼎申はチ激を剃鎧l/11壹頃,ﾆﾕﾏ"317 1ハほ"うと可肌,.“
『て" ,．30耳,： #･談まfゞz手～矧前'二 '誹当味翻糊嘘（献吻鰯) """!ﾆﾊⅧ
》wご絶勝さん（猟人) '(7ランの進IV令師ヤペラプィン'二J5ザル好減遮(\I/(目身（
腰,児の目御z･ハフ ｢譽柵{と“う，$'報,'でrjL{ ) 'tj'と･の緊簾をして方ら肌麗気工草卦'二碑
印のか,ま勇簾核隆且ヅレr≦ソ〈 #紛製エネ,ﾚｷ"-の罪'I ITI!ﾆﾌﾚ ! 7話を閲‘ ,『ニソしiご髭穗
バハう。そし澗縢て･ 応<＃吻鰯と燕腫胤て 1 , 3分隊？"例確鯵繩,ま I/74'1回Z"も1．
いり喉‘‘雁更をも，でいうというスバしz『/今ゞ/い、
沖湖"ﾙ椛爪‘細の』うに盛ん!こり．,｢この'まそ|/1'$ﾀ ｲf罫近くも経過し和､らて"ﾊ3

と思う（､逝く卿カザ喰祇'‘周恥近えうハマ"ハ5，､ら ＝鰯'<新しし‘箔し､阿児今野
とも詮9｡↓､よう 'こ園､7．二の､噂、にういで日照風じて‘ 1 5二とをz、3甲し述べうこと'ご
“．i『"沖朔獺産維令例会目初w､j/1W"ﾛ↑,: /"",二順"ﾘ､〃の沖切鰯諭庇の燕'雌

ハマ‘燃て‘あき掘炊,ｪ猟肉『‘‘〈てよ,‘膿ろう棚1｡ つぎ,≦齢瓜､"柳躍聞'fの餅1纈細
ハ他例メンI(@－爪固髭化してかきら↓I I 『ｲ'! I<､､ろうい。メンバー’11ﾖ髭化『3と恥羽
今側噸昇／刺'フ上刷る二と1二炉'3 ．と･鋤阿児的獅袋'二旗嚇しても花にと．/･鍬（
錬報)29.l/I#誓關,1<j/lだと1§と ニハハ7= ソz"f縦絢に新人を県入して鴇返3'辿享,'・
ハ3と同時に廓虎清働ﾉ；･爆報〈広UIFう てうて‘,3，､と"う､､ ,二つしI Zも瓦哨を駒うこ
とに”にゞろう．恥'< ' ､ j/1．個ハ原荊廉閉ぁ風専箭リョ廓児"『､もj/W'<行『Jl/)l/(
っ ､ぅ!ご･ろう0'｡"!Urｨとこらて･甚礎蠅祇r(↑て !! 3 ｢ごハ外園の構烈を－沖71≦購読し
" ,~j/1I丁rハリル、よう？.,V"'子『/{ , ｢く､. Z7うい。もし系#!:して孑心J'V配nl"rJ,U2.も『ｲﾚ、
と『j/1 'T､ )fの看の＝f,J、沖湖躍'捲細児菅,≦杓'咽，原”開発,､現状Iや問題更fll,､
ｨ〃'二は胸 マレ!fJ'いとﾙ､ぅ繩'ﾆｿ訂3 ハでIJfJ'"'z7うい．テミZ,､ヤル仇問題堤'≦つ
し1て｡ﾙ輔芳臥ﾗ猫を礎迄胴↑譽乃'二、鰯1脚,二軍手ﾊ臘迩'剛し応カゲ会飢搦!≦同
拘り3二とを芳えて 'まと"ぅ『ぐろう’1．

＊ 日本原”ヅ会談VoL I0 ! /V‘ ,， pぐz7 ( /7j")
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ナー雑感沖雄管解前日ポセ
へ
、
、

緬僻里'壬’義輝

鰍烈（本矧Z号）公沖彬脅解痂鰍セミプー"v開|紐胤て,、今,談や／〃月を縁過し↑く．
ニハ勘試汗として IJ河威てnY-2rJ､いて"､彬率まて.｡(Jb1.,｡‘ﾉ犀験し『ご(‘ 弾‘､稲
,｡f/2J '/L"*,,"や｡}『胤銅'､うり!＝|工17W,<趣了し ＃姉悲捲『‘議諒(細し『く。
陰賄を陰議働倫繩哀"‘ら京”へ薇し『、二とじ約那'l浦に,"萩〆古〃,趣を敢灼ぐう
命巌とγw会γ合を一庸くつろいrぐもい,≦し｢=JうてⅧハ．た．

広”し『:釆固';1"'JUW(W'ﾉ下/Z尼で r書漬孑錘j/17:Rrez､ Ro“え

蜘職卿騨職《L"""":"W職撫輔）
ハ爪榊'しf5｡
と二ろで､今|ﾖのセミイーハ議題,矛X′ようにｸ鶏？,きよう。

／ 沖猟管，羅礎
z"盤管による動降任潅在、〃例計測とィ･ー7処耀
＆ プィ ー 'レドパ"/7を|f『‘.う1獺r解飾
4曙怖1(鮒吻時は，解阿
と申胤淘鮴鯖瓜解舛

ヤィ渦､ここz"MI｣榊吻鰯脚綴ｸ“強い鰯諭と獺I ( IwIlt,3"R｡ssi 〆戒）をハて↑言も
のZ"W漁，ﾘ雁『ｲ6類と17いかﾉい｡ff'Jニj/Iら瓜うら隼ZIEIFl ori九余綴（ ﾉ“茅
Z目）の禰題ともし､うべ3 1＃雛脅'二ら．!↑3テ"‐ダ処霞、 Z鮎〃|:卿↑き､峨者、
3 藍脈榊雛ゼハ3､常‘,<関連孵亨蝋を激､I出して侮見をLZ,､<､"ｨ『くい。
純鮴7イーダ処獺!〈プレ‘ Z IJBe,,,"ﾉt岫講搦仔嫌うまて'もry< I/)I/1I/7I/Iの鱗ｲに足

ﾔ『識 熟議猟穎蕊
識 :職窪,蝋辮：
府（"、 ZP(PI『罐叙）仇按司のテ"-7そと‘ﾉ網関戒と同潔!≦Winlowf,{f,77.-7
m､月直浮ズヘP7! 'し雛矧算孵才戒）と細関永と，じL蔵rJと" I < ･-) L, , て狗1『ゞいとこ2う
て"ハ、『ゞ. j/7h何て"も争庸1丁|可じで． や耐薇塊廓亦ﾗ也へ，開発しr≦1ぐしwく子.-7処箆f7Y，
､【'秘管の千イジダ 'し噸糊|令』て"試ガウj/W'‘っf冨二と|ゴ薇‘伽討て.ハク・ も、とも
伸擁ぞ解ルー手茨とし？、外押m1ら巌ラン7"ム|鈴そいj/I鍛衡（とソ↓!j/I5I/(てWIら
Bk肉固ともガー､/ドツ7スrJ7-7処鰯宏（弛めらl/1てミr言傾向,可鞭て"ハう 。
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外州峨':よう吻嫁膝罐匪としてIJKerl i ,,' iﾍ,飢榊八〃邦弔(う確爾的『/もの1'1*
鮎ン7．ﾑ{瀦にI/7T:5) i 二J5Molt0n-Salt靭原州を汀壌として働剃甚鯆影'〃
作て･、嫁!≦3しべ,し厳ランダ･ﾑｲ鰐（テズト入〃としてて"γ<繊ﾉ、7として用し､吟wご）
を薊"iマ動鮒釧を!≦県入しに二と,鰯軟探いも例"Y.ハ7 7g. 折張‘ﾉ3しべ,しI溝1JII-
ドウェ7－，､息で"寵しい御紗I,､あきようﾏ･y)3｡ －す、夜噺鼎動嫁陛潅産1亘吋i3Zしべ

'彌謡鯛削鯆噸ぱ照蝋聯貯噸脇鱒
を鰯j/1rfし ､ 。

一赤Ka1wiaPL 7,f 'し7-を週用して繩纈を湛鋤墹阿ﾊﾊﾁ戒ばエニーハ‘
J,"I Z"ハフて＼今{鯲瀧御動時朧パラメーゾー湛足への亮展依駒l/I3｡ >fj/l'二 '"V､/f
，…シハ藺虫〃擬ゼモテルハ巌立を好7''TI/1 '3.iIj'らvい（.牛'ヨハセミす-lニォ農野対．
She廿如'≦よソ旋滋マ'ﾉ(↑＜恥加脚瀦乏ﾃ､｣|しIエ側j/Iも秘肯洛唯源を州鋤ﾏにB鮠
に淵乞てフィードパッ7景蛎HYし『くもハマ“こ仇目的'二血7．いた笑しいに争で･ハ, rく。 』f
瓜原価間出加＃雛者モヂ,しを勇簾制､輸"77M<IX,隼緬rハソ 、 竿j/l l二 IJf'到山倒
両ヘウの調'|を,ご庁らj/1う』うrf，出カハパワースペ7卜 'し屡鳶張柔を雄n、”肉ハ観測で"3
6ﾙ綱を'|'刺してのWie'''e''､ 7ィ ,レゾーク擁定も剛で {乎乎今γいで'ハらう。ただ姦鴬

『べき '乱7イードバ､/7ｲ練て．' ﾉをf鋤脅パイ樺を－巡して I, 1 5j/7 '7で"、 古く 側､らゎゥ
I'(？ ↓ ,うよう1二（GoodI,ian Reswick)剃訂べき{輯〃入〃'拝に繩管源と粗関を6
つ二とに”八九旗ガハ湖亙澗閲1ｺ{唖ハ同流獄戊勝に汀孵正彪rJ'梼烈を一鮴≦卓
かﾉいこと!≦”・外卯制､今八〃{鍔をどうら仰とﾚ,うと卓え,≦くい筒虫ガハ原孑齢緊て．
IJ,緬亙沼郷嘘ハロ罐制'｡f!3､を享孵課題と!{えよう。

二の藤のアガードパッ7を{れぅ隅が緊鋤曙間{鮒吻時桂'矛、諺味へ(夫産爾的”
崎,､ら非繰繁私徹了髭式を収束は｡ 'まヤい{'紅型Helmholtzモード卿を飼いr解く
蔦し‘,ガ戒を濫出2I/1tく。勵旗ガハイ廠,≦府!↑§仏同維鰄ﾊ尾間依繩'≦ついで 'J 同
仇崎従,可時!≦!l,l/Iてぃγいよう広鯲rご（､ {獺陥ハK"ﾗﾙ鰯<"'#鈴雌ﾃ'|し1二
よと、 二の薄仇嗜閥依〃朧（唯1"3鯆緊を与えて ↓ , 3｡ rW,罐間{鮒雌ハ恥{棟の
n'iodal fj'77,ローチとγlodal ↑J77｡U--チと鋤関|烏とし‘ぅ二とIErJちぅIW,、 畠ﾄﾍ,鋤丁
PDR例同補猟応鳥毘蒋に〃らj八う仏同維鰄の11,3JしIIJrj渦吟伽阿児課題を淀jiW
らもハといえよう．他出ガ1二h，1幅噌間腋＃腔屹つ，‘て'ま星野脚例驚頒『/'河荊凝応塔多鮪

とぞの評噛IfY,雄)て鱒味読し,もハて･ハブ ↑こ柵1､ ､ －すズトカズテイ ･'7""'!らして 'よ
AILrecht f八,の{@虫〃!＝ら､ 'T3V-力／ ニカ,ﾚ型能侭ナハコヒレーンズ闇涼風県ハバ訟邇

諾潟雛'淑鯲箔'潮蹴鋪鮒鮴劣淑嚇
価値,蔀認ハうもめハ、 こ l/Iwr端ハゴゴハWて‘･潟滋ガ,二P,､17罐間腋〃ﾙ涯療証リ3世具1二

『‘'3,1麿側、に7いマダツ撒糸思え『言｡卑卵,≦軒脈馳,§ついて,霞ま椛融“もハ
をH:"!:し、吃のLて･輝々fif{了7｡IJ--チを藤訂し、 ゴら '二乗を編的沌靖とズトガズチイ
､ｿ7r4''噺ハ閉i羅芳髪『べきて"ハらう‘向原へ′アウト八'イ 'し懲依塵il--7｡'2F'|'"
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過′澱吻ハズペ7卜 'し解飾'3、もし戒の,介冴2"W1し,らj/12 し! る居間的”目帥孑抜て･ハぅバ
ニハ麓の鮮叩瞬坤泉戯吻時性にと"う細入I'(ていく伽､ '二7‘｝マ郷,矛嘩旅探〈恩え『言．

以上景初にハ!↑7<三協目1二つし!？K雑把!≦fﾑ匪逆べ｢書>呼了･ハ5｡ 0rndo廿、柧踊
A'}Rossi 吠悲、 Moore 、｛調、爵臘茅繩伽ら鋤申↓好引鮴滞につし､ マ ,す、 Yj/(
そ.l/I専門脚鯛'､ウ仇ゴメントを御闘い媚二と仇"鰐Z"あらう 。↑<俊才卜唯測，肱滑

胤為;慨:戦燃蝋灘酬蕊'雷献盛’獺
7'し訂恥備'エエニー7『/瓶でハ7 fニバ筒幽ｸ“管伽“まい鮴,≦7いて“
セミγ－て､､IJ謙題に仇ぽぅ!ごそらrJ'11 '、r<｡

応ゼミT-mwW1と‘､える柵､と"う何!,31<ず飢批卵'11、よられl3.f/らrﾉい（!"< と＃画團
Ha師吃ハ｢<n〃問題瓜詞軽とし‘ ぅ ､f1と捻し､阿吃着I Eこの州へ瓜廓繊穏睦豚鯉一
に鳶､と!≦鮒う恨ソ郷ばた舷かハb会ケでハ、Iくと恩う7〃?"ハク・

A昨ﾉﾅ」（沖朔鰯）乳箪|鯛についZ｢l/7mvai軒ガル輔/ o耳

〃チガゲ鐸ﾛ猟,’鯛蒋県号!≦「勿洲|動?荊糀'’坪の歩け」を蒋算。j'(うそ
う?"1（‘か沖朔観閲縢仇とソゴとj')榊朔鰯搬紘､ハィヘー(frし『薑いとい下記瓜よう
rｨ'鰭(#聯獅展賢1到痴修叩‘ノデ"て崎､‘I郷。

ノ / 9z/ 日働締公r，具'標をねソに<#じよ『の？｡､碑鴬息側I"Z2､､い辻し↑≦向、孑
j/(Jr.に郷芽滑（緯ｲ)12､榊唾絡下マレ!．

（託） ’

日本I許〃総繍焦か冒険 鷺、 ’卸鳥＃

r郷時下紺碑請鮮ハニとと僻,i"WL|｢･まり・
さマ、 芽溺公,<渦,3ゴしマ '評群昇z月号仇知f俵誌/’同罫蒋壌号として「胸"1'
'飛チカ阿脆, 。耳戯細」と鋤3噸記恥企画して渦‘ ｿ郷・“'コZ"蘭て'!
原チfﾔﾊ算入と吻介"、ィ淵化ゲ(RI襲憧嗜念心） 斌坤料(風処揮を含む）、
儲”鰹伽"鰯､ ､けエデ,舟"門(gj/)r≦3も仇て"ハソゴイバ櫛?I<"吻蝿l<つい
て鋪端j/)洲は繩鯏>陣と存じ抑｡ fj!I)賊,戴竿〃71鯛附鯏?伽くして紳
握〈 、 /z9z"HJで|<齢へ物遮ｿ下。§まう伽#いwL1T郷。
僻lt幡鯆に〃じ珂“直敷く“'し'薇しま『・

嚥具
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に

"_ノ日娠に＃,､ ，↑ うけ物〃例廊

ANS Interr'qtiorlqI Meetir'サヘの鯏諏

ノ？所 私 ’冴罵蘇脚 よ 1ノ

押縫撫膿卿剛批鯏働?蝋|郷熟睡娠
吻茨博へi皇絡2j/1う二とに『ｨ、？‘！る｡ 'J,斤､ 二の77'ズトラ7卜のIME‘よ1人"スライト
ー絢關につい？|ま、とく|ニズ例弥”愉〃を鮒≦二とを11記してほしし,との二とて.7。

厚舜耀爪単伽販脚箪へf,'J1K'群榊輝'伽
○

RecentReactorPhysicsActivitiesinJapan

肴 骨苦 碁廿骨
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<専門纈会『§ょ ｿ＞

(1)M勇聯『瞬門季融(イノ 卒～恋3)

秀冒会誰吻兎ﾗZ(竿土？シク）

当浦会(季態：申,耳正也､総師) ,証“/イよソ発足し､進鯆ﾙ術､帥〃遮煎'く
うし,て討論嬢ｲ”ﾛtzか｡蝿胚高進沖の遮煎晃簾所吃､吻州例箆撚銅'lと‘，
う吟輔!≦府じて甚鑑7'J"fi''<t,=j/l今を堀ソ下1丁･ようと"う県Z'更!二今〃z荊犀恥
をI嘘して纐〃を鮠,”ことにしてし､う、栩会識〃として7Xハニとを計画して↓､3．
，遜顔#灘燕溌'南,'《獅喰-(赤賑：棡鳥､ #卿）

津瑚獺例”鮒と塒刷る殉もゲい､嘘,た鳶"'i '承柵r燦､非禅』報$しr燦
(","L)脈や、( )f,r)伽'"卜の (71,M) 、 (",P) 、 ( 72,Zx)原鯛遮献
上時,乏曾駒問題WI'ハ6侃冴のシ7"マ浦会と‘屡浮rj鱗fをヒソリ'価ら{解そ行
↑ｨ，う て ↓ 1 3。

2本季冒会礎'lとしzヨ1EIZI'l会を開いてし'る．
，却外伽遮欺廊児獅“昨飛風z"f了'J'j/)j/ir遮欺冴彪の風簾俵議の爾吏を申'v'≦

藤討を加史てま『<・嗽リにIT|て茨f=テーマとしてば、ポハもハバグ)ぅ・

(i)俵宏一〃寂揮講
(ii) 輔毯擁諦(NIOBE, Svi " MonteCarlo )
(ili)禰轍銅1I､"I= 7<,､f7I 'LFMI1E
(IV)迩煎同iZ'､例題

禰肘鈎諦、噺擶礼矛
3K側として牌御輿肉(職) wW､ // W /"8～ ノ イ 月 'す日（ ′？ﾑy)小米
，到碗原""WinterMeeti,,,' !<躯鮠l/t､ i鍬榊1に坤乏仇らこと!二写．
フマいまり．

刎漉に＃嘔陽-の遮航ズペーズハ遮恥ﾊ髄も加えZ し'〈予定て･す．

（脚 申愛欠）

(2) シ7マ季圓会

懲榊好7"ルー7．

"vr帷チ7ル--7｡で'ま、 ( i)吏鰍､、デ-7′収壌、(ii)撚噛阿爾紙評価、(iii)"(@
'二開甚し｢ご甚鯲7『,'豚児と勉強の三うぃ丁伺の悲吻を汀rf、マ'!3.
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（|）の紅献順について1ユ′967躯／0 月迄の帳｜ノズトをJAERI-学'芋3L,fP
－卜としてゴとゐた。二の厳'エミズ 7．’ノントb(､′< ， ヌザの倫例追加分も{牝て′’
”誠,ﾆもう‐融版1研庄に7、2L$3｡擬血局し､八肘エネ1レキ"-W'脚を便
7？広い"β鋪成Z"の撚糺叛則例罰il髭や．締、師7､.鋤測罷(盛んI≦行w'7j/I7''
る．〃lえば《軽ｲ〈て"はHQrlin’、 BNwL‐筆泌('67)(蔦温)iKiy､0"2cその他、KA
PL-P-j3〃( '37) (シ"′°K) ; R. B.Smith、BNWL-3乎亡('‘7）（？〈℃);

RnL$e、CRRP- ′'?3( '")(ぐ知｡K，/z""Psi) 、 ズ車ｲくて"I工H4rl i I'1？(上虫)ノ
fh3acRRP-R鐸"(27)('/j°K，／だ"oPsi )、 7"ラフアイト2､､(．Rz3e、
AERE-Rf.7f('47)(/""-/""｡K)茅てて"′)ら。え斧'エテ-7" Iしの称.与え
5j/(71 ,るパイ綱の{龍卿為,ごえ等,氾荏し力11117マレ,凸子-7を軽遡孵作幾始
ダ)マレ、う。

(li)の断向粛評価'"z",ゴeASKET-FLAN6E, UNCLE, UNCLE-T
0M､ MUSE, DIP矛瓜コードを|州している. UNCLE-TOMは郷榊陛
有礼計恥､MUSEIま子f卿ヅン7｡lしlご耐う繩擶礼補正討阜DIPI罰拡烹|崎
メア計算ゴードr･あう．断鰄評価ﾊ中'Vl1．正しい経断面蒲R叫均繩し筒余弦昨）
を与えるよう『J振吻凝令〃を定y)3二と'二')う。’旧はモテ@,lし'§可成' 0ﾉ威風7．ハリ 、 秘
筒ぃエネ,ﾚｬ．‐て･御計算を正唯,=行”'一 '茎非常'く計算時間(掛合公で振動漁分恥評
噸,‘Ⅷ〃賦伏いう‘腕て･公郷、雷ｲ<、7.テブァイトベ‘ﾉ 'ノウム、鱗にく‘ﾉ ‘ノ
ウム、γ〉トワ､ｿ7ズ1ニフ‘'榊愉爪終『し し飛一卜の作ぺに卿、ﾏﾚ1 5．撒乱悲則
の訓を|f'Jル曹楡礼伽影呼を御,§ず17でお‘ﾉ ． HuSEJ-ド2.の計算f"IJ~777
7-z〃至亡の禰正（IX'卿端今"Iハう。ヌ ニハ禰正誹算目(本も、八カデーヅとして
の振動淵ｳ､〃に|締『3のZ'.&樋バグ‘,。綱?､血,W,≦灯餓の申晦源'二よる訓
Zz"荷〃し‘椛し殻則孑QT -か鳴らl/136釧と卵符して潤い。
(iii)榊個!≦つf‘､'"ら阿脇解'ﾕ、鯛く茅“孑湘乱"強し$"Ww! t,"撒拠､固{収の旅

吻庶榊の鮪孑派吻揮鋤『‘計算､今孑幽ﾑ'≦よう上f雌孑夜糺"鏥鼠”Ⅲぃ茅を行『‘
7いう。

癖〃歩紛呼脚評価として知応!≦ついZIす、{@"動維鰄を繊諦7に、高い吋押振
動を胸振動鰯箭岬'二爪うの価驚僚脚でハ5州､扇血(a振動激鰍‘ﾊ〃亨を認諦7'二進
乗しようとり3試什何I,､沖吻鰯冴吃荷!：よ7 7誘で2．斤『''j/7j/(r ! ' 3｡テ郷回1本御禅
,惑虎驍鰄′P秘として沖吻獺ﾙ椛鷺側w浦職7,二fソ胆してよいf鰄で．'抑い'!と矛之
でいる。

賜胚
AIG)

↑fK）、

7.'し-7．ﾒﾝ!Y-IJ>rAよう2.めう‘鯖尾(/")
ズ時7（富士）、‘閏勝（常工K) 、↑解（層獅）、

縛撒(f麻）． 孑筒(日庄）。

､徹緊（原吋〉、衝烏(N
菅原(MAPI) 、間雁（

(薇島｛『各）
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沖慈〔7" 'し-7。

、"識〃'ﾚｰ7．の落吻ハ目的'櫛吻搦の厨吃､”,U沸櫛算,二1畔『/締のよい勇伽
断向葡を{風し、 ニハを定漁セ､ブトの砺式!≦窪潅孵二と'二めう．このた'')に、もと'二
V5"7"－7の評II釘とり礁繍一御をﾉ”§し、M嚥逝例r<鰯デ.-7M､今一座ハカ-7･("
価1"汗デー7）を'剛”・ ニハ評愉1*〃ﾃ"－7個､ら定涜ゼ｡/卜を咋剛37.ロセズと、
その作耐戒(琿粛）仇閉発を行fl'l l 、箭備,≦ 琵獄セット例遡'利雌を嫌↑133つ例
位争をけ”ことに『J、？‘！ろ。

前雑迄の落鞠を簡単!<瞬河3と．“‘評価『ﾙﾅﾃ､‐7用仇7アイ ,ﾚﾊ貯斯副
題ぬうrくめ“＃儲rとそ洲,≦腱7"〈7アイ ,ﾚﾊ鰡嫁､療索、{,"|利ハィーヒ･ズ ,レーチン
の曜備ww､f7r4:j/71/I｢≦・賜胚A/w、BNLのデー7''･二のW式で箭鮮j/IZおソ ．縄芳
に卸してヅーヒ"ズバ出細よう lzfj'、？‘‘ う。

フし, て､'MUFT繁ズペ7卜 ,し瀬とケ榊尾朔鰄'のため′”産瀕と懲申卜好断面
菊セットのIWmwTrjj/)州≦．庄猟ハ{剛ハrニハ'<幹別に1群”を組織して 、 7｡ロセ
ズを行9｡うと'司時!< 、域子'－7例職r'ゞ関心イーベイを行'↑'’7<、 \仇維罷丁NDC
セット と坪,丁洲う沖を篇セットと鮪.‐77アイ 1ﾚの原繁@Y幽紅？た．前ガI E関して
,｡ ぞ戯適用は,"討祇別377"ぃマ行W/714_､近い申!ご鰺罵祇出脚J1/lぅ予定て"ハぅ．

昨報刷､ぅIJ熱中朧榊用FPの獅何浦の{減を!まじnて渦･ ｿ 煽庇(z藍.て↓､ぅ。
翅雁{JFPの個々の元素の跡餌爾ハイ例'す終了し、馳臥FPとしてのまと猟γをと“うす
う,'、 吻伽潔繁!〈っ‘ , ?療湘3 ↑薑'')、 FPのchai ,'I の追跡瀬を行fy'I,、鯖累を軽
擁してし‘ 3．

今輔ハラf物ハガ針,渦避け称､よM溌申朧WcTAM運計算7｡ロ7･ラム例ハが在京
を昨細る二とをW,Ⅶご脅え こ j/(を姓として鮪"-7 ("走撒7.IL-7.榊蹄粉)ら‘
cIM沖罷猟鋤評個悲吻を盛ｿ上'1．錦1二『4.7r !!3. ﾆﾊた')I〈 デ-7関燦のイービ
ァを厳化W3Kギバハソ‘灘々例 'し‐テンヅーヒ･ズ用7.d7.ラムの塔備を行『'' .7 73｢て。
←ffものを 'l擁73と 、 ENDF/BV-E"ズ'し‐チン、プオーマット座､塊7｡ロ7．ラム、
孑・‐ダ7．口｡/卜用7.p7'ラムバハう｡ ENDF/BT-L"ズ'レーチンは、策回の評価W"
汁デ"-7ENDF/Bの↑言'')の{i紅、備索I37｡b7'ラムて"")る. 7#-マット職厚用7｡
U7"ラムIz､ UKライ 7.ラソーのデ"-7をENDF/AJM|≦,｛えて肝鰯W5t,のて"め
ら．二のZ荷,Jい『j/(もデー"11用仇rご")鋤ヴービズ7．口7.ラムで"ある・ 7・ロ ･アト用7・
ロ7"ラム|了孑‐7を〃‐7"として鯛い〃lz (BNL-3Z坤式まf薑|エセミ1J7.希式）
出し、他ハデ‐7とハレ畷や評個のrごハに用↓‘ようと咋ものZ"ハ3．

沖を猟｛剛の｢<'') '二 'J､輝"＼ら履冴て･例州行『'杓如き↑<7．ロセスコード'< ‘ｼ、
し薇遊を加えてENDF/ﾊﾃ"-7の〃『ハイ"ENDF／B千‘－7も7｡bセズ出謁よう
にし↑て。 ま｢言 ポ風の〃を漁コードMC≧ を緊鮪してら' ソ 、関連し『言もハとし7END

F/BT-7｡,i{らMCzのライ7"ラ ソ- ;f-7｡を1戸7'n7"ラムを慨しrg.MCz曜備
の帥7，誹｜っ,訳艇風の漂準と同叱ハを八手りぅ二と今｜ フ '吟細応?"進ら''1うも
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のの侭j'してし'螺を耀認W3r<のr“ハぅ・

沖髭筑｛鰄鯏準備,3こ ''1雁･'1?．'コボも分て'')ぅ 。 ィ御主r礎御｡．塔嫌鰄ﾊ断向篇
例処髭祇MCエや{獄〃､吟ハうMethodAやBハガ法'<陸ﾌ"<7'ロ7"ラムて'.l或塔

:醐膿':蝋醐叫卿;黙鰄鰍辮鰯撫
処躍宏や潅躍丁宏について鋤鯆繍那得ら作ﾋﾉﾊと期鮠j/ij｡ 2L,l≦烏迩幟縣
伊眼や毘'洲ヘハ適用そ超固るとわ箱獅緊も繩孵伏卑'rハうバニj/1I諫縛席
，僻孤噸珂"ハ§・
今辨｛畔,揃進侭愈‘泉にもとう､ぃ7、軽、申嘩鰯J,|ly官い〃'1襲喝をハゼ"<押分

,ニフい？”を激を,剛順計画0W､めう。た『ざしそバミめの曾用,或他,姐紳,今酷手
§二とに『ｲ'、Zいう． ノ／ 月に1Jその↑ニハハ時%'|fJ7.'L-7｡（務剛うことにfj'うて′ノ
らう．

減孑"‐ダ評|阿御誰勅!≦関して ,萩繩綾として '謬土に"行･rJ ？!! rf'､ 。掘版'謬榊ロメ
ンハ･‐申孤z～3wY'ズ37Pu､ ゞ"U､ z"U、零"R』芽の評'簡悲物そ行『f' 7 て‘' 3二と

（杓,!，ﾏﾚ13。縛庸'証、そ州瓜蝦':もとﾌﾞい7緬倹とし7評1画悲動を行呼
J) II! と"〃'．す法2｡'斤『,う判､例癖ｲパ行『ル7j/Iう二とを期符して↓' 3 .
守匪薇仇適用榧繊評愉,訳燦孝と『‘.j霧蕪孑.‐ダをえらび孑細解飾総疑を通して斤

rfj/)I/13. －ケ嘉藤ﾃ"‐ダ何YIg足し2'!易嚇な, 、K,享r穰簾を派'除しrj.(Tj/1 IJ"fj'らγ
‘‘・ ニハ目的,､『ご例!二筒迩娠,≦閲して (3罐駁j/11言協県嫌伊本'二閲して勇簾の目的、
孑－7．嘉藤康{僻を－足の彩列'≦し/ニバう て収果し．7アイ 'しとして貯蔵して、|渕乎

『/7･けセズをし |"''<肉じて旗仇聯で"歩しr=ソ、解飾叩く坊の計算へ例ﾉ、ガデーダを
作櫛!≦到舸りぅ二とを芳慮中て"ハぅ。
爪上榊'二7" 'レー7．瓜鬼ﾗZぞ錨燗しfz'i'" ､ 47\ !L--7・て､'Iざ溌逝，目的･'ら、勉稚侯し

しく ,ｵｨ御醗綱間ゞしてﾊ瀦能よ 'ﾉ IJ､ {"7､'し－7'として'1織能，w鮭ｳ7に縁ら
肌て渦､‘ル7．1レー7.脚で勝,：箭脊”こと,載繩､してし ,『ｨ､い、し"､し回1句外ハ庸勢 』，
汁でも、浄織Xハ甫寧は,才認紳l/Iフフハ‘ﾉ 応〈御崎そ求めrﾆ ﾚ掘払でルう，

(麓ボ ダ）

＃中性ﾁ厨見専門潤令(3）

まう ／ ′目え0日（ )弥厚”毘簾ヤイで"会合をもつ子定. 31<近く蒲z周恥iiZ
えうに罫‘ル今倫抑側!ニハ§べき'､につし､ 7沖朔露駁術倉総会（ ′′月ZZH (紛恩､1ボ
汁）ハ廊上討飾欝険をもら’広く栩外のガハ御蝿も承‘ﾉ rご↓‘と織二とて"7．
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(4)献隅〃聯『暇呼子報厨瞬門季園会'<つい7

？K原榊嘉聯『て‘'ま喉ﾛ ｫ算鰄鯛門絹倹としてW||かようr'‘も仇,,1､", ら
畑しr<，ニのうらニハi郷､会I譽降に関|fの黍いの'エ「臨職伊緬鼻」と「,<'ﾚ 1t、
申脚による僻」です．

踊縣な{緬卑て･'｡附鰯<'殻'↑うべさ踊繩伊水'二プI,!Zの計勘と勉臓を鮠Iγで
府ソ、 ir'ﾚ城､申↓好'二よ剰卑て'.1ま糊《例LINACI≦よう〃加噌的毘簾!gつい7無
'司冴彪釧調瑳やM遅卵勉強をし？ し 1ゴヴ・

ぃ1まて･ニハよう『‘､所瞬門繩会の溌置や報の霞髭'くハrg ･7 2 1地劾｡世誌人を
71.c7 1/)せて企潤ｨ、『ぃせんをし？頂いてあ‘‘ﾉよし｢ニバ|W'吻鰯連絡会祇発足しましr≦

ハ2．、広く営処を菜め蝋嗽"稗側$榊吻鰯連絡会II,ウ鈎御蔦兇榊零をつの ､ﾉ
『・

厨澗門楠令公箭腿瀕廃禰‘嶋他爵|蝦も緒飾"『‘‘ら牌申出職r重い
と”じ刺.聯納に,7原榊扉紛惟溌胃公( ”沖湘鰯の“''矛1号繩）?”
ｸﾁ<機I洲”（"7〃仇もよう '二1フ マ 'ユ血尊r'調薙仇上7'3べ<稗癖'<"うよ
う好〃茨しまり，『ｲﾊ＃1"L､ ズドルイ'二 '惑禰（“ぐぃで･兎棚'"7!て専門浦
, < ,”、？頂･‘て満'ﾉまぜん（もしIJG"1の稀『"I締何噸!｢3よう『Jらぞ伽繰に禿ﾌ
ﾏザｶ寂し測側、白碑'枇下。‘ 1 ．

レバ'二{丁 ｲ脾早早/ Wf吻まて"!:\"とめうIWoYハ‘ﾉ郷ので" Jz7しくあ廟い
'"LrrまW、

（紫御 ｛勝一）

芋ｼ報阿吃専門禰会一騒
・踊職伊柵解rl繩会
・パ1ﾚｽ状､叩+好源':よる沖柳鰯御解門浦会
・鰯!<よう？榊恥洲に樅チを用いる砿専門季舩
。ザ粍ﾁ'刺'二“鰯辮師児納獅会
。,↑､ヅトアトム化ﾙ極専門浦会
｡{Aﾗ縦鮴椛専門獅展
･f郷掛噸照射耽専r1禰会
・パ,しズラジガソシズ厨牌門疹恥
・軍イオン料獅瞬門纈俵

。7．，レトニウム廓閥門搦会
・す噸腔腸緊吻餓河鯛門栩令
・原”鵡廊瞬門季齢
・原”ギヶ漸僻門浦余
・競職鯏能豚児専門栩辰
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連絡一段 居帯烈堵

1 シ7．で牟冒会よ ！ノハ幽樹綜定

WI胸マw'5"'しマh{ソ土しrごシ7"てが員会よソ飢餓締としz柧島|感､雄ボヅ
|月へ､『胆紮叺ぅ二と'言う罐_し、 扉ifM!J司繩会′練〃烈若をし ､ ｢ご〆ﾙ､ で‘ 二j'1を
#職し､↑くしましr言 ．

Z撫会ハハ､和らせ

ノ ノ 月'1沖吻鱗ｸｪ享州ｨ会'聯｣二戯総､鯛合を閏|を↓､!ゞし'二<”じ湖・孑寵とし
て ｜ゴ ：

′′ 目zz H (") f,|51ボケ

B余備！〈 て

蛾吟綾のハソイー錦も,<プレ､zl，獅l<フ↓! 7、間遮り甥門栩会I<-7',{7、
そ例他Kいに討禰し”鮎｢<<”じ37．『ｲﾊ､ 二W:がら ノ/ W,z/ 8 (IJ堀解
時価{*蒋隼会をもつ千尾で"7．

3鯆算矛胃慰‘ﾉ「原”ﾙ疵'0印･の細」（齢吻鰯）”とソゴと駒ﾊｲ蛾

『て｡,<本号に掲載してfl ソま『よう '二、 ′09z7 8に{""榊崎ｿ土し『:．ノ ノ 月
′鮮総.熊会て"具体化し｢<<〃じゴゾ．

4斬人搦砥ぃ･展馴縦更

(新入湖）
開府一 命一 （餌侭工）

(怖購‘"2）
Jf L fb "
旅野鯖フX

(飾沖）、,日 （沁柘 エ） へ
(NAIG) n'ら ('2) ,､
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悌吻蛾皇撮余の糊鬼簿(縄知學j革，｡月鬼庇）

(う鴨勵l ､入段'1圓、 。〃I謬幹？）

秀八塵一

存藤正え
暇御伽｜

命坏鰭派

典野爵爾
(葱K､鯖鰄喰吻諺）

〃ｹﾁ鰯
("'K、鰯）

ズ世竜修
(扉K、銀工）

漁郷祷A

(式戯ｴ ､原冴）
ボ河測k

(ら符、 正）

伽臓御
(育代、 工）

・個原廠
黛藤知騨
沢'卦正W
，h妹塔瀦

胸腺蒋見
(甫沢 正阿）

穆坏二”
恥榊ジ
昆聯ガ
壱'1|鮪ロ

(に薇K、/?ﾙﾁ）

、卿グ
("f. r)

はI釧雀こ

りMI釧閏雄

尚浦陽人
開勝を

"'fi l
申Jヘ ア學

命ﾁ鮎
椒累に

函'卸鰄
小郡諺術

榊瀞御
W>X甚壱

鶴脚靖ii
(吻斌争業|到）

赫脹瞭三
移才誠

。〃’ 2
忽徳X

Z脇箆表
(鮴吋）

〃沌享烏
片倒攪

｛'従”

(ifK)

三爪鴬パ

ポ本復〃
(亨侭､昨）

・紫圃|倫一

”膠雄〃

･ボ河幽’
11'坏混卑
鯛威力

脚鷺鞠
林匝|庁

献I解
II，郷を二

’！|応慮W
山'釧舛
神田膠充
が漆筒淵

(原厨）

･荷朧際一
荷藤禽チ
細要駕
彦噸簾一

惨倒隠
鵬昆鰕
，爪扉!‘|通

園'副府f
Z瀬爾〃
森ロ叙一
弘田誇X
煽脚箆

恥隣
従う征瀝

麓ボヴ

（比K，工）

111ﾗ【{鯨ロ

KXIzI征〃
矛'二知〃

('比ズ）

鰯綴
、水K、 工）

仰甲羅正
原 訂雄
測〆蒜

呼崩弘
永才寸爽

下鯛縦
徹月一駁
iLif"r
埼池犀え

ゐ坏綴調
関口 兇
煮瀕ゼギ
KJA"
総呼一徹

(鞍原ﾁｶ藤ﾙ術巾）

W1 ' 'IL乙

(原鹿）
‘陥昭

武呵例
(箆発）

。K蕨棚も

矛'卸昭

(三冬ﾉ?チガ）
卿ｨ岬>X

ラ腕塊街
(鮮箆燐）

W7制K

(噺芝）

( "..-K､履榊工鞆）

州驚一
o山室|認ム

。も嬬晶
知昆滞

2)Wfl
新様一
湖ﾗKz〃
前'‘｜ 斧

('"k ')
風水溌

tff祁陛
4－15



72

が並広奪
絹fﾉ直雄

(多才ifiG)

八膝碓喫
(闇函寵ガ）

鰯孑池ﾗ手
（吻〆他）

も|到麹'｣

森斧介

宥爪M ,l1ﾒ噸二
1<阿擴 （ ''|崎曹工）

，小心‐帥 御申易久
囑ﾗ【賊 繩瀦ﾗ『
f蹴瀦淵 附劒移
殖w薪 "叶献ﾙr

辮蒻 （術柵卿
陶Jﾍ協‘算 郷流

( 91ZiG) ( I減原チガ）

山IZI澱 撫櫛七

派辮詠
(日立、申廓）

伽鳴算隆
鯵阿謙一
牙質暢
il'#榊鰹
驚倒正解

(NAIG)

叛才修遮

諏儲|『吾

･斎7燭直 （令訂／卒'た）

〃んγで育て 3 ､肺吻”避緒会

令旨鱒加にご協力願し、土 1

会胃01､'II,えj/I IJ" 「農烈」のべ‐ジ厳を,I、やくるぱい池動冊綴し抑．
当初計画で'ゴz'’へ＄''賂吋髭して吟‘/よしに伽2"、細獅乙て"ポ
入会ハガnY府らハまし｢ﾆｳ、↓,ま#'c72"もどうぞごり砿ご勵細い"'
(十Z号卿僅‘し-2"J） 易'”庫込み'誹即間瀦(さ''円，耀鈎
門）を術込でヅ令謝局へ。
ぞ列他ご寺尋ご渦骸を幹亭へ府寄せ千コ‘‘ 。
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|ntroducingtheReactorPhysicsGroup inthe

AtomicEnergySocietyofJapan

I TheReactorPhysicsGroupwasestablishedノ

l in theAtomicEnergySocietyofJapaninApril

l l968. Themainpurpose of the group is to
' promoteactivities in reackr phvsics resear(､h

throughhettercc､mmunicati(nof te(､hni(､al in_

i formationamongresearchworker in thishel(l
Aperiodical ![Research inReactcrPhvsi(､s'､ is

Fublished inJapanesesixtimesa year. This

publication contains reports in the formof

criginal I)aI)ers, discussions topical suhiectsan'l
／

j otherarti(､les, besi(lesnews itemsan(l technical
」

ノ

l informationgatheredinJapanandabroa(laswell
（

|as frominternational agencies. Generalmeet-

> ingsofthegroupareheldtwiceayear. Other
，一』～一

－三～

eventsorganizPdasnecessarymeetingsfor (lis-

cusslon、summ(､r seminar or lecturemeetings

arealsoplanne(l． ThE objects of the grouI)
勺 D も

a〔､tIvItvareno1 res十rlctedlnr〕urereactornhvslcs
凸 ‘－

I),,t cover th(、 relWtbd fields such as: n''clear

I)hysi(､s or neutron physics, 1-eactor shielding,

radiationmeasurements Thegroup isadmini-

stratedbyahout 20secretaries. Itssecretarial

ofEce is circulated annually and the present

oHiceondutV isatResearchReactorlnstitute、

KyotoUniversi1yuntilnextsl)ringThefinan

cf thegroup issupported l)y themember's fee

which is600yenforregularmemberandie500
戸

yentorstudent.

一一一一

炉物理連絡会の概要

1 ． 趣意原子力研究の最近の進歩は誠に目ざま

しいものがあり， 本学会の責任もますます大きくなっ

てきた。また， とくに原子力研究においては，諸外国

との交流がきわめて重要なものとなってきた。このよ

うな情勢に対処するためには， まず， 国内における研

究者間の十分な情報交換や連絡･調整が大切である。

この点については，従来わが国の原子力研究体制の進

展があまりに急であったため， 必ずしも適当な現状に

あるとはいえない。かねて炉物理関係研究者の間にお

いて，約2年前より4回にわたる“炉物理研究国内体制

のインフォーマルミーティング"を初め，いろいろの

機会をとらえて，意見の交換が重ねられた結果，本学

会内に常置的な組織を設け， その活動を通じてこれら

の問題を解決して行くべきであるという方針により，

この連絡会が設置された。

2． 事業国内における炉物理研究者間の相互迎

絡,調整の役割りを果たすため,年間約6回連絡会報と

して，『炉物理』(B5判オフセット印刷20～30頁)を編

集刊行する。『炉物理』はオリジナルペーパーの前段階

としての報告･発表， 検出器･試験装置など研究に関す

る情報交換，研究を進める上で必要な各種の意見発表

および討論等を活発に行うためのもので，さらに，関

連するニュースをも含ませ， また諸外国からのインフ

オメーションも伝わるように努める。また，春秋に総

会を開催し，討論会･夏の学校なども計画して，学会

行事として実施する。

3． 対象対象とする専門分野の範囲は，つぎの

とおり。

①原子力の基礎としての核物理

② 〃 中性子物理
⑥原子炉理論

uノ 〃 実験

｡ ／ノ 核計算(Burnul)Physics4･含む）

(@) // 動特性

⑦原子炉遮峨

⑥関連する計測

⑨その他の関連分野

（たとえば，エネルギー変換の基礎反応）

4． 運営理事1名のほか，企画･編集両委員より

各2～3名および加入会員より選出した幹事若干名に

より運営する。（43年度は京大炉が当番幹事となる）

5． 連絡会員本連絡会に加入する本会会員は，氏
名･専門分野･所属･連絡先を明記して書面で事務局へ

申込み，連絡会費(年額600円,学生会員は500円)を前
金で納付する。なお，前金切れと同時に失格する。

◇一●◇■一一←令←◆ ←● ←●一屯

発行・1968年11月1日 日本原子力学会・炉物理連絡会（非売品）


